
 

 

健康福祉委員会資料 

（健康福祉局関係） 

 

１ 令和４年第５回定例会提出予定議案の説明 

 (3) 議案第１９０号  川崎市北部リハビリテーションセンター北部在宅支

援室の指定管理者の指定について 

資料１ 指定管理者指定議案に係る参考資料 

別  紙 指定管理予定者の選定結果について 
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健康福祉局 
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資料１ 

議案第１９０号参考資料 

 

１ 管理を行わせる公の施設の概要 

(1) 名称 川崎市北部リハビリテーションセンター北部在宅支援室 

(2) 所在地 川崎市麻生区百合丘２丁目８番２号 

(3) 設置条例 川崎市総合リハビリテーションセンター及び障害者福祉施設条

例 

(4) 設置目的 心身の機能の障害により支援を必要とする高齢者、障害者、障

害児その他の者（以下「高齢者、障害者、障害児等」という。）

が、可能な限り、住み慣れた地域で日常生活又は社会生活を営む

ことができるよう、専門的かつ総合的なリハビリテーションを推

進し、もって高齢者、障害者、障害児等の福祉の増進を図る。 

(5) 施設の事業内容 (1) 高齢者、障害者、障害児等及びその介護者に対する専門的な

相談に関すること。  

(2) 高齢者、障害者、障害児等に対する専門的な治療、訓練、検

査及び評価に関すること。  

(3) 高齢者、障害者、障害児等及びその介護者に対する介護方法

の指導、健康指導その他の便宜の供与に関すること。  

(4) 高齢者、障害者、障害児等に係る福祉用具の普及の促進に関

すること。  

(5) その他設置目的を達成するために必要な業務に関すること。 

(6) 現在の管理者 社会福祉法人川崎市社会福祉事業団 

(7) 現在の管理運営費 １０８，５９１千円（北部リハビリテーションセンター全体の平

成３０年度～令和４年度までの５年間の平均年額） 

２ 指定管理者となる団体の概要 

名   称 社会福祉法人川崎市社会福祉事業団 

所 在 地 川崎市高津区久地３丁目１３番１号 

代 表 者 名 理事長 成田 哲夫 

設 立 年 月 昭和６１年２月１日 

基本財産  

又は資本の額 

２８億３，２８４万４，４１７円 

職 員 数 

又は従業員数 

理事６人、監事２人、職員９６３人 

設 立 目 的 多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供される  

よう創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、心身

ともに健やかに育成され、又はその有する能力に応じ自立した生活を地域

社会において営むことができるよう支援することを目的とする。 

事 業 概 要 

（令和3年度） 

１ 第１種社会福祉事業 

(1) 障害者支援施設の経営 

(2) 特別養護老人ホームの経営 

２ 第２種社会福祉事業 

(1) 身体障害者福祉センターの経営 

(2) 障害福祉サービス事業の経営 

(3) 地域活動支援センターの経営 
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(4) 一般相談支援事業・特定相談支援事業・障害児相談支援事業の経営 

(5) 老人短期入所事業の経営 

(6) 老人デイサービス事業の経営 

(7) 介護保険法に基づく第１号通所介護事業の経営 

(8) 老人介護支援センターの経営 

(9) 保育所の経営 

（10）児童厚生施設（児童館）の経営 

(11) 放課後児童健全育成事業の経営 

(12) 地域子育て支援拠点事業の経営 

(13) 障害児通所支援事業の経営 

３ 公益を目的とする事業 

(1) 居宅介護支援事業の経営 

(2) 地域包括支援センターの受託 

(3) 川崎市シルバーハウジング生活援助員派遣事業の受託 

(4) 地域生活支援事業の受託 

(5) 川崎市総合リハビリテーションセンター及び障害者福祉施設条例に

基づく在宅支援室の受託 

決   算 

（令和3年度） 

事業活動収入計     ６，３５４，０８６，５３５円 

事業活動支出計     ５，７６２，８００，３４１円 

事業活動資金収支差額    ５９１，２８６，１９４円・・・（１） 

 

施設整備等収入計      １７１，６７８，７７０円 

施設整備等支出計      ４１６，０３４，９０４円 

施設整備等資金収支差額  △２４４，３５６，１３４円・・・（２） 

 

その他の活動収入計     １８４，９９４，６７６円 

その他の活動支出計     １６７，０２５，２９２円 

その他の活動資金収支差額   １７，９６９，３８４円・・・（３） 

 

当期資金収支差額      ３６４，８９９，４４４円・・・（４） 

（（１）＋（２）＋（３）） 

 

前期末支払資金残高   ４，３１９，６６２，０７０円・・・（５） 

 

当期末支払資金残高   ４，６８４，５６１，５１４円 

（（４）＋（５）） 

３ 指定期間 

令和５年４月１日から令和１０年３月３１日まで 

４ 選定結果 

別紙のとおり 

５ 事業計画 

項  目 事業内容 

障害者支援に対する考え

方、方向性、取組 

(1)センターの総合相談窓口としての役割を果たす。  

(2)生活している場での支援   
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(3)地域の中の身近な相談機関としての役割を果たす。 

(4)センター館内の連携した支援   

施設運営計画（提供するサ

ービスの考え方、日課等） 

(1)障害種別、年齢、疾患を問わず、全ての障害を対象として、 

総合相談を実施する。 

(2)在宅リハビリテーションサービス 

(3)補装具外来及び座位保持装置外来を実施する。 

(4)他施設支援事業 

(5)福祉用具評価・普及事業 

(6)地域リハビリテーションの普及、地域支援者との連携等の 

ための各種研修を開催する。 

他機関等との連携につい

ての考え方 

(1)北部リハビリテーションセンター内の各施設との連携 

(2)総合リハビリテーション推進センター、南部・中部リハビ 

リテーションセンター、れいんぼう川崎との連携 

(3)障害関係事業所・医療機関・訪問看護ステーションとの連 

携   

(4)地域みまもり支援センター等の行政機関との連携  

(5)他都市のリハビリテーションセンターとの連携  

(6)ウェルフェアイノベーション、川崎ウェルテックとの連携 

(7)その他関係機関との連携   

課題の把握及び重点的な

取組についての考え方 

(1)センター館内の連携を強化。 

(2)リハビリテーションセンターに求められている専門性を発 

揮しながら、特に専門性が必要な高次脳機能障害、難病な 

どのある方へ地域支援者と共に支援を行う。 

(3)手帳が無い利用者やどのサービスでも対応できない制度の 

狭間の利用者、複合的な問題を抱えている世帯等への支援 

を行う。 

その他の事業提案 (1)地域支援者への満足度調査を実施する。 

(2)医ケア児の退院後から切れ目のない支援となるよう医ケア

児・者支援拠点等と連携し、必要な対応を行う。 

(3)進行性疾患及び障害児（重度心身障害）の支援者に全数モ

ニタリングを実施する。 

(4)精神疾患をあわせもつ高次脳機能障害者等のケース検討に

ついて地域支援室や日中活動センターと行う。 

(5)地域ニーズに応じた専門職の継続的な配置を検討する。 等 

６ 収支計画                            (単位：千円) 

項 目 
金額（消費税及び地方消費税を含む。) 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 合 計 

 収  入 62,286 62,286 62,286 62,286 62,286 311,430 

 指定管理料 62,086 62,086 62,086 62,086 62,086 310,430 

 利 用 料 金 0 0 0 0 0 0 

 その他の収入 200 200 200 200 200 1,000 

支  出 73,149 70,337 70,766 71,195 71,571 357,018 
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別紙 

川崎市北部リハビリテーションセンター北部在宅支援室の 

指定管理予定者の選定結果について 

 

１ 応募状況 

  応募団体：１団体（社会福祉法人川崎市社会福祉事業団） 

２ 指定管理者選定評価委員会委員 

【学識経験者】  赤塚 光子 （元立教大学コミュニティ福祉学部教授） 

【学識経験者】  隆島 研吾 （元神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部教授） 

【学識経験者】  柳田 正明 （山梨県立大学人間福祉学部教授） 

【学識経験者】  行實 志都子（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部社会福祉学科教授） 

【財務の専門家】  内野 恵美 （公認会計士） 

３ 選定理由 

    次期指定管理業務に関して仕様書に沿った提案がなされており、事業や収支の計画

も妥当と言える。また、これまでの運営状況も良好であり、今までどおり安定した施

設運営が見込まれること等を評価し、当該団体を選定した。    

     

 （１）施設の設置目的の達成及びサービスの向上     

  地域リハビリテーションの理念の下、在宅障害者の自立を支援するということに

ついて十分に理解し、また今までの運営実績を生かしたかたちで、施設の管理運営

に係る適切な基本方針や事業計画等について具体的な提案がなされていた。  

 （２）施設機能の発揮と管理経費の縮減     

  効率的な施設運営に対する考え方・方針が明確に示されており、事業計画と整合

がとれた収支計画となっている点を評価した。    

 （３）事業の安定性及び継続性の確保への取組     

  提案された職員体制が充実している点のほか、職員の資質向上に向けた取組など

を評価した。    

 （４）応募団体自身に関する事項     

  当該施設に加えて類似施設の運営実績が豊富であり、運営実績を踏まえた提案が

なされ、安定した施設の管理運営が見込まれることを評価した。   

（５）応募団体の取組に関する事項     

  組織及び運営に関する個人情報保護等の規定も整備されており、職員研修の実施

などの具体的な取組の提案がされていたことを評価した。    

 （６）その他の事項（地域における公益的な活動）     

  実習生の受入れや地域包括ケアシステム推進ビジョンに基づく地域づくりの推進

など地域交流と障害者理解の推進といった提案を評価した。    
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４ 審査結果（※基準点６００点以上） 

選定基準 配点 
社会福祉法人 

川崎市社会福祉事業団 

基
準
評
価
項
目 

①施設の設置目的の達成及びサ

ービスの向上 
３５０点 ２４４点 

②施設機能の発揮と管理経費の

縮減 
２５０点 １６７点 

③事業の安定性及び継続性の確

保への取組 
１２５点 ８０点 

④応募団体自身に関する事項 

 
１５０点 １１４点 

⑤応募団体の取組に関する事項 

 
１２５点 ８２点 

基準評価 合計 １，０００点 ６８７点 

実績評価点 

（標準を０点として、加減点） 
  

総合計 １，０００点 ６８７点 

 

５ 提案額 

  年   額  ６２，０８６千円 

  指定期間計 ３１０，４３０千円（５年間） 
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